
里
こ
と
を
知
っ
た
が
、
期
す
る
所
あ
っ
て
自
家
に
脳
内
、

一
旧
軍
政
の
側
室
林
氏
の
法
制
叫
。
詳
し
〈
は
懇
剛
山
院
点

=
郭
心
謎
柏
町
研
鈴
を
続
み
、

-者市町監
十
の
多
き
に
上
つ

一
室
御
羽
臼
咋
大
筋
。

-
た
。
就
巾
似
o
h
担
役
山
(
机
川
寺
川
眠
も
れ
川
川
く
、
文
政
六

‘

子
γ
ヨ
ウ
ジ

草
山田…寺

H
泊
山
中
代
に
在
っ
て
、

一
年
法
引
か
ら
純
念
#
の
寺
焼
を
μ

山
市
せ
ら
れ
た
。
芯

一
国
民
宗
京
一
献
に
凶
ず
る
。
明
析
す
二
年
一
一
T
H
寺
脱
公

m

L
qぬ
に
よ
っ
て
寺
慨
を

μZ4ら
れ
た
も
の
は
則

一
を
泊
さ
れ
た
。

後
喉
恕
見
の
み
で
あ
る
と
い
ふ
。
天
保
十
二
年
七
十

一

エ
ジ
ヨ
ウ
ボ
ウ
カ
イ
ゼ
ン

葱
乗
坊
快
金
』
キ

九
段
で
寂
し
た
。

一
タ
ム
ラ
エ
ジ
ヨ
ウ
北
村
山
叫来
。

Z
Hケ
ン
ジ

慈
眼
寺

山
出
品
油
小
品
に
在
っ
て
、

一

エ
ジ
リ
ナ
リ
ア
キ
ラ
江
尻
成

章

泊

稿
緋
左
衛

的
制
宗
に
印
刷
す
る
0
・
承
和
川
年
初
桜
出
麟
の
建
主
o
天

一
門
、
部
は
成
訳
、
議
松
と
放
し、

風川市
中
山
川
門
前
の
入

正
十
八
年
前
川
利
家
の
側
室
税
制
院
の
川
綻
に
凶
つ

一
で
あ
る
o
家
は
代
止
総
持
寺
の
代
官
役
で
あ
っ
た
。

て
今
の
寺
地
を
党
け
た
。

一
成
立
制
禿
故
桝
wm
で
、
朱
県
に
深
く
、
県
典
に
精
通

エ
コ
ウ

禁
制

J
キ
Y
レ
イ
エ
コ
ウ
金
泌
怨

一
し
た
O

也
M

て
笈
を
京
師
に
災
ひ
、
制
山
陽
の
門
に
盤

側
。

一
び
、
そ
の
日
本
外
史
の
判
あ
る
や
、
考
続
編
寂
の
市
中

エ
コ
ウ
イ
ン

議
光
院

大
法
寺
市
市
街
十
一
代

一
に
典
旬
、
成
る
に
及
ん
で
邸
郷

L
た
。
後
家
業
を
綴

前
川
利
干
の
子
型
口
山
聞
の
法
鋭
。
計
L
く
は
怨
光
院

一
い
だ
が
、
同
よ
り
袋
仰
を
好
ま
な
か
っ
た
か
ら
、
早

良
川
州
宗
法
判
川
子
。

一
〈
院
を
そ
の
子
に
説
り
、
従
を
集
め
て
敬
へ
、
或
は

エ
コ
ウ
ジ

惑
光
寺

金
削
印
刷
川
山
，
川
に
在
つ

一
能
越
に
叩
刊
を
都
じ
、
悠
越
自
泊

L
た
o
成
説
V
A
泌
M
M

て
、
良
宗
一
以
仮
に
邸
ず
る
。
も
と
・
川
北
川
H
H
柄
村
に

一
に
u
N
じ
、

一
一
時
の
名
杭
隙
応
松
岡
・限
引
竹
外
・宮
駅

間
た
と
い
ふ
o

-

一
小
竹
町
吋
と
徴
巡
す
る
加
が
あ
打
、
陸
郎
元
年
十
月
五

エ
コ
ウ
ジ

葱
光
寺
刑
制
川
市町
m・4

品
川
に
在
っ
て
、
一
日
家
に
在
っ
て
制
限
し
た
。
年
七
十
一
。
京
都
に
長
系

認
申
町
東
一
献
に
制
す
る
。
も
と

M
m小
安
村
に
町
た
。

一
一
削
移
続
出
帆
・自
家
綴
嗣
何
時
疏
が
あ
る
。

エ
サ
キ

江
崎

臨
す

-m阿
川
附
郷
に
附
す
る
畑
山
町
問
。
一

エ
ス
ウ

帥
抽
出
県
」
ム
ト
ウ
エ

ス
ウ

無

等
松
銭
。

エ
サ
シ
江
指

能

尖
阿
川
畑
町
市
郷
に
制
す
る
郎
wm
。
一

エ
ソ

江
曾

胤
品
川
江
品
口
郷
に
幽
す
る
部
前
。

郷
村
れ
桜
抄
に
、
乎
出
品
川
肢
の

m
m折
県
内
山
た

一
政
郷
の
越
協
の
辿
れ
で
、
越
資
到
一
ニ
州
志
の
来
凶
級

別
で
あ
る
と
す
る
。

一
覧
に
、
『
倭
名
紗
能

Hwm古
管
郷
名
に
越
総
あ
b
。

エ
サ
シ
イ
シ

江
指
石

能
尖
山
口
前
か
ら
践
す

一
又
如
初
公
よ
h
文
治
二
年
M
N
谷
部
信
辿
へ
賜
る
下
L

る
石
材
。
石
英
利
刷
岩
慨
凝

M.h
で
、

m
M白
色
石

一
文
に
も
越
猷
あ
り
。
鮫
ず
る
に
、
越
鮮
は
蝦
挺
の
勝

以
巾
に
仰
総
色
一
知
加
形
物
、伐
を
お
じ
、
制

nを
な

一
唱
に
て
、
今
出
向
仰
の
江
合
郷
江
廿
村
、
古

へ
越
の

し
、
和
制
い
。

創

部

内

住
世

L
地
成
ベ
L
。』
と
論
じ
て
か
ら
、
後
開

エ
シ
ュ
ン

惑

俊

多

〈
之
に
町
川
す
る
も
の
が
あ
る
o
し
か
し
、

民
民

Z

シ
ョ
ウ

慾

照

の

古

川

は

干

ミ

シ

又

は

エ

ピ

Y
で
、

ェ
グ
で
は
な
い

問

怒

川

υ

か

ら

、

鮫

現

在

住

の

地

に

エ

ソ

の

名

を

l
当
'
滋
現
は

Z
シ
ョ
ウ
イ
ン

な
い
。

じ
比
企
封
。

J
ダ
イ
ヨ
ウ
エ
シ
ョ
ウ

ー
ハ
ピ
ア

y

察
照
院

日
l
i
L
'
r
h
，t
t
q

B
E
d
--

，U
4af
H
 

大

銅
夷
穴

エ
ケ
|
エ
タ

ゅの
旬
。
是
に
副
割
引
出
の
大
男
の
手
の
部
と
て
、
石
に
在
。
一

文
刻
時
H

村
に
衣
川
と
云
あ
り
。
民
の
魚
事
〈
あ
が
り

し
を
、
似
お
の
大
男
恥
て
食
物
に
せ
し
に
、
成
時
臥

内
行
者
束
。
、大
男
に
さ
け
の
魚
を
〈
れ
と
有

L
に
、

大
男
納
み
て
得
さ
世
ず
0
1
h
時
行
帯
円
、
き
の
ふ
き
て

け
」
も
き
て
見
る
次
川
す
そ
ほ
‘
」
ろ
び
て
さ
け
も
あ

が
ら
ず
。

斯
く
あ
h
け
れ
ば
、
引
ハ
後
削
一
陪
も
あ
が

ら
ず
。
彼
大
男
食
物
に
飢
て
、
殿
前
同

d
N
へ
行
し
と
云

へ
b
。
』
臥
行
中
H
は
務
僚
の
侍
占
有
で
、
能
昌
H
n
M
の
歪

で
あ
る
と
こ
の
地
方
で
は
い
」
が
、
そ
の
跡
似
は
出
現

市
四
日
風
間
町
に
‘『J
大
正
十
九
年
秩
冬
の
比、

脱
帽
仙
の
夫

の
も
の
、
削
附
さ
れ
て
衣
川
に
京
h

り
け
る
に
よ
め
る
。

き
の
ふ
立
ち
け
ふ
き
て
見
れ
ば
次
川
制
ほ
こ
ろ
び
て

さ
け
の
ぼ
る
か
な
。
』
と
あ
る
も
の
と
附
自
を
同
じ
く

す
る
但
説
で
、
山
内
て
臥
行
vn
の
法
力
を
読
奴
す
る

に
地
ぎ
ぬ
。
鮫
お
の
岩
起
が
市
別
で
あ
る
上
は
‘
そ

こ
に
蝦
挺
が
ゐ
た
と
い
・
ぬ
こ
と
も
信
じ
m
w
向
。
但
し

そ
れ
と
は
別
に
、
大
化
の
頃
結
後
の
中
郎

υ北
に
釦

斑
が
日
た
と
い
ふ
か
ら
、
そ
れ
よ
り
出
き
時
代
に
、

越
中
若
し
く
は
能
腎

・
加
れ
に
も
、
彼
等
の
怯
息
し

た
こ
と
は
、
仙
川
唱
し
て
も
設
が
な
か
ら
う
。

エ
ゾ
ヘ

江
添

刑
制
咋
掛
川
耐
水
院
に
臨
す
る
部

エ
ソ
ゴ
ウ

江
曾
郷
鹿
島
却
に
山
間
し
、
部
州
政
時

一
昨柄。

代
で
は
、
江
品
目
・
中
挟
・若
林
の
一
=
ヶ
村
を
合
ん
で
町

一

エ
ソ
ホ

越
市
幽
保

泳
久
三
作
白
地
内
能
川
H
凶
川

た。

一
敏
円
録
の
山
口
榔
に
、
起
怜
保
凶
反
と
あ
る
。

エ
ゾ
ノ
イ
ハ
ヤ

態
夷
の
岩
屋

脳
爽
の
岩
屋
は

一

z
h
F

設

多

加

到

作
で
は
獄
多
は
革
多
の
別開制

限
島
都
能
管
島
の
須
曾
に
あ
る
二
悩
の
古
同
明
石
室

一
で
あ
る
か
ら
、
隠
坊
は
際
内
で
あ
る
が
桜
多
で
は
な

で
、
そ
の
雌
穴
と
聡
す
る
も
の
は
牢
ぱ
搬
渡
せ
ら
れ

一
ぃ
。
金
保
に
於
け
る
棋
多
の
組
先
は
、
悼
川
山
川
か
ら
下

た
る
も
、
雌
穴
は
略
完
全
で
あ
る
。
之
に
就
い
て
は

一
っ
て
来
た
衣
街
門
加
郎
で
、
前
川
利
長
一品
附
在
城
の

能
昌
明
名
跡
志
に
次
の
如
〈
但
さ
れ
て
ゐ
る
。

『
此
村

一
一刷
、
役
儀
と
し
て
皮
革
を
上
納
し
、
加
削
H

能
慨
に

に
山
由
民
の
岩
屋
と
て
あ
り
。
苛
般
民
の
大
男
と
て
、

一
於
け
る
庇
仰
の
特
姉
酬
を
泊
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
子

奥
入
の
在
し
澗
と
い
へ
旬
。
亦
別
所
村
と
て
、
山
の

一
孫
河
北
郷
下
浅
野
衡
に
民
位
し
て
、
高
太
郎
・
九
一
具

申
に
一
村
有
。
此
村
へ
行
誼
に
、
牛
の
爪
坂
と
云
て

一
衛
二
人
が
そ
の
支
配
を
し
て
ゐ
た
o
又
組
中
は
戸
出

エ
ゾ
ア
ナ

の
岩
版
。

Z
ゾ
ア
ナ
蝦
夷
穴

邸
主
制
移
平
の
内
の
小
手
o

z
yイ
ン

越
曾
院

能
管
一
宮
筑
多
前
訟
の
正

且
官
部
始
柳
前
約
上
文
に
越
智
院
司
の
加
が
あ
る
。

脂
血
阿
部
江
曾
に
伎
青
柳
鎖
が
あ
っ
て
、
越
曾
院
と
稿

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
ら
う
。

エ
ソ
エ
キ

鍾
一
誠
襲
能
奄
の
古
腸
。
恵
曾
と
訓

む
べ
き
こ
と
組
名
に
同
じ
〈
、
大
間
三
年
記
に
能
資

制
越
砥
腕
を
阪
す
と
あ
る
も
の
即
ち
是
で
あ
る
。
兵

部
式
に
越
疎
開
脚
を
殺
せ
た
の
は
、
大
同
の
後
再
山
耐

τ

た
も
の
で
あ
ら
う
。
今
の
鹿
島
部
江
曾
に
泊
る
。

エ
ソ
ガ
ハ
江
曾
川

路
島
郡
江
曾
の
山
よ
h
設

し
、
西
北
に
流
れ
八
備
に
京
句
、
北
枕
し
て
御
猷
川

に
合
す
る
。

z
y
ゴ
ウ

越
護
銅
鹿
島
舗
に
在
っ
た
。
越
隊

は
和
名
紗
防
総
の
古
郷
名
で
、
保
一冗
三
年
ι
4
0
8

二
且
ニ
一

日
の
石
川
川
水
川
中
家
，
又
岱
に
は
、
能
管
凶
悪
品
目
・
阪

川
保
・

一
背
抗
日
ハ
に
八
幡
宮
寺
領
と
な
っ
て
日
る
o

xポ
久
三
年
注
巡
の
能
賛
同
出
撤
回
鍛
に
は
、『
越
品
目

郷
、
四
段
、
承
久
元
年
山
田
投
制
定
』
と
も
見
え
る
。

後
山
亦
江
償
制
却
を
砕
す
る
。 ー

エ
ゾ
ノ
イ
ハ
ヤ

蝦
~J 

九


